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教
育
委
員
に
大
木
隆
氏
を
再
任

般
会
計
補
正

立
刊
と
決
ま
る

。
i

j開
明
和
抑
制
間
十
悶
悶
年
狩
一
品
附
閥
的
光
州
円
我
係
予
防
噌
談
会
内
砧
、
九
月
ト
六
回
n

・・

0

。

i
;か
ら
二
十
六
日
ま
で
会
期
寸
一
日
絡
を
も
っ
て
間
関
か
れ
ま
し
た
。
j
・
・

0

。

i
:
と
mm
議
会
に
は
議
案
十
一
件
を
提
出
向
い
た
し
ま
し
た
が
、
山
円
減
引
に

i
:
0

。
:
:
可
決
十
件
‘
同
意
可
決
一
件
と
す
べ
て
可
決
災
立
い
た
し
ま
し
た
。
.
‘
。

V
我
孫
子
均
一
数
酷
輔
の
機
長
女
単
判
刊
の
改
一
止
を
し
た
も
の
で

の
然
繁
に
隠
す
る
車
問
側
関
懇
の
{
す
a

部
を
改
ザ
止
寸
る
晶
抑
制
抑
制
W
級
交
に

V
殺
柑
冊
子
町
立
小
学
校
役
後

つ
い
て
時
師
陣
臨
時
可
決
間
同
省
鉄
条
例
の
山
総
を
数
援
す
る
家
制
問

滋
泌
級
以
淡
の
一
線
改
採
に
よ
っ
の
制
制
定
に
つ
い
て
員
昭
郎
総
得
淡

て
、
従
米
時
一
線
途
端
裁
が
純
材
料
糾
湘
制
作
品
A
M
公
間
仲
間
浴
柏
崎
愉
桃
山
口
路

市
相
肉
料
金
及
び
務
総
抗
期
蜘
裁
判
料
金
融
組
合
対
数
と
し
て
小
学
校
を
釈

に
変
更
在
れ
た
と
と
に
仲
け
い
、
殺
す
る
た
め
で
す
。

日
般
阪
の
医
員
の
愉
開
策
に
掛
闘
す

V
我
孫
子
町
立
中
学
絞
殺
蜜

る
条
例
、
町
長
、
鈴
設
及
び
絞
条
僚
の
一
部
を
改
正
す
る
条
倒
間

入
役
の
紛
与
等
に
間
関
す
る
条
約
の
制
制
定
に
つ
い
て

H
原
察
官
可
決

及
び
議
会
の
議
員
丹
報
磁
盤
ず
に
期
間
#
仙
台
公
団
住
宅
地
裁
の
生

川

関

す

る

条

例

。

本

文

昭

一

務

改

悼

院

を

対

象

主

し

て

中

学

校

令

部

制

制

成

と

、

経

済

状

勢

市

り

変

動

に

体

汁

殺

す

る

た

め

で

す

。

川

川

い

車

村

民

、

目

指

寸

議

出

抑

制

杵

及

び

wv
我
様
子
町
都
市
品
削
師
判
蜘
帯
端
掛

川

…

託

金

誌

の

m
A勢
い
と
も
同
開
絞
め
湾
燃
に
さ
b

り
さ
れ
ま
し
づ
く
肉
間
内
滅
的
ι

な
も
の
勺
な
け
…

山
川
…
な
い
、
社
会
栄
一
絞
め
ル
札
制
料
み
た
c

品
内
附
門
判
持
品
縦
は
、
問
問
自
相
一
一
'
ず
れ
ば
れ
貼
り
ま
ぜ
ん
ο

山

山
川
…
が
し
だ
い
に
筏
淡
に
な
る
に
ス
停
に
の
荒
出
航
し
た
災
機
技
会
こ
の
よ
う
に
共
同
首
都
議
は
仙

川
…
つ
れ
、
刊
行
人
公
一
線
設
の
殺
遂
の
一
泡
校
卒
業
の
桜
胡
門
官
は
か
る
た
附
関
長
の
葺
慾
に
期
待
す
る
も
一

川
…
必
一
書
凶
は
ま
す
ま
す
潟
ま
ち
め
に
准
止
め
ら
れ
、

ζ

と
し
で
ご
め
で
す
か
ら
、
そ
の
運
動
や
一

酬

…

つ

つ

あ

り

ま

す

。

十

三

年

司

令

む

か

え

ま

す

。

寄

付

金

の

使

途

は

正

し

く

そ

…

州
一
政
川
町
に
お
い
て
も
、
浜
法
子
と
し
も
例
年
ど
お
号
、
十
の
笹
川
阪
に
沿
っ
て
、
ま
た
、
一

剛
一
刊
家
の
実
現
と
い
う
部
品
念
の
長
一
日
か
ら
共
同
募
金
運
動
が
寄
付
者
豆
島
問
闘
を
十
分
反
映
一

側
一
も
と
に
、
広
必
な
託
会
日
明
記
線
開
削
さ
れ
ま
す
。
し
て
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
…

山
山
山
施
策
を
舵
議
し
て
い
ま
す
が
と
の
巡
訪
の
特
緊
は
綴
紳
な
ま
せ
ん
ひ
こ
の
た
め
、
保
共
…

川
一
こ
れ
と
併
存
し
て
閥
均
約
託
会
嵐
山
剣
山
謹
齢
別
で
あ
り
、
泌
氏
た
す
関
門
滋
念
会
に
・
お
い
て
は
、
そ

m

E
u削
減
主
デ
:
ミ
z
i
r
-
-
f
J
り

つ

:

;

切

れ

て

の

減

税

化

二

r
t寸
書
九
J
J
Y
J
M
j
i
-
-
t
e
i
駐?主-品
yiv
言

語

大

…

側
一
も
ま
す
ま
す

e

器
三
小
ベ
ー
¥
J
γ
盛

時

監

忽

揮

、

ぷ

の

努

力

五

一

目

立

く

な

っ

~

;

・

4jLγirpJ3iifhg一
ら
っ
て
い
る
一

側

…

て

き

て

い

ま

ー

，

t
・

;

‘

4

L

t

マ

ヲ

4
・7
0
3
込
主
こ
ろ
で
す
一

柳
…
十
。
こ
の
よ
う
ほ
川
崎
河
川
町
市
中
で
け
あ
い
の
防
相
怖
刊
を
義
務
と
し
た
本
年
も
二
十
一
一
一
冊
目
認
の
共
…

l
'
 

峨
一
例
M
A
内
山
刊
さ
ん
に
「
浮
い
湯
川
内
民
運
動
で
あ
る
と
い
う
こ
と
罵
募
金
連
動
が
喪
掬
さ
れ
て
一

馴
一
製
」
で
殺
し
主
れ
て
い
る
共
で
す
。
湾
民
は
こ
の
運
動
を
通
い
ま
す
ο
怒
設
で
ま
ず
し
い
一

総
…
河
募
金
は
、
わ
が
烈
の
災
開
国
し
て
、
ひ
と

9
ひ
と
り
が
社
会

件
士
一
線
・
役
時
諮
っ
て
い
る
人
の
た
…

制

一

社

会

刑

判

、

事

業

の

財

間

期

吋

緩

然

一

滋

後

級

品

開

に

参

加

す

る

と

主

を

.

史
的
う
え
で
、
き
わ
め
て
大
き

t

結
露
す
る
も
の

K
予
見
ら
れ
ま
め
に
、
ま
た
、
芸
搬
出
り
絞
ん
一

側

一

な

汐

討

を

来

た

し

て

い

ま

す

す

。

で

い

る

燃

の

総

殺

の

向

上

役

一

附
…
終
戦
時
の
わ
が
闘
は
、
殺
と
の
滑
油
納
期
に
務
付
金
宮
山
闘
す
ば
か
る
た
め
に
い
い
の
総
数
に
…

慨

…

会

的

別

に

も

総

務

的

別

に

も

終

判

却

と

い

う

こ

と

は

、

決

し

て

仰

し

，

附
民
ど
柏
蹄
カ
く
材
料
惑
い
。
…

欄

…

な

捌

附

羽

叫

に

淡

衡

し

そ

し

て

ま

づ

け

や

強

制

脚

で

は

な

く

、

同

町

側

…

れ

ん

悶

問

機

社

会

総

社

本

議

採

も

ひ

と

ち

ひ

主

ち

の

誉

背

山

に

も

と

…

曜
“

会
車
駅
開
問
時
一
樹
党
に
つ
い
て
S
箆

繁
一
吋
淡
ょ
の
殺
例
は
一
、
本
脚
叫

が
ゆ
此
め
る
総
市
叫
削
減
に
m
山
ず
る

世
帯
端
悦
努
念
総
数
す
る
た
め
、
時
叫

時
搬
手
釘
開
抑
市
川
町
沖
制
例
議
談
会
な
殺

げ
る
必
淵
慣
が
あ
る
た
め
で
す
。

V
毅
孫
子
町
特
別
識
の
隊
員

で
奔
繋
叫
却
の
も
の
の
報
酬
聞
及
び

鵡
究
開
問
弁
僚
に
間
関
す
る
条
例
の
一

怒
圭
改
正
す
る
奈
耐
聞
の
制
定
に

つ
い
て
草
原
案
可
決
都
市
計

一
瀬
委
員
会
合
磁
止
し
‘
新
た
に

知的第一
H

削
減
税
議
会
を
叫
脱
出
胤
す
る

こ
主
に
件
げ
い
お
日
条
例
の
一
部
改

認
を
し
た
も
の
で
す
。

V
緩
和
初
酬
間
十
開
制
年
度
我
孫
子

町
一
銭
会
齢
制
緩
筏
予
算
を
殺
め

る
こ
と
に
つ
い
て

t
舷
案
可
決

こ
れ
は
、
附
叩
利
関
十
例
年
俊

鮎
限
会
計
だ
初
予
%
に
八
千
十

万
八
千
円
を
総
正
し
た
も
の
で

す。
wv
絞
殺
四
十
四
年
度
我
孫
子

街
路
祭
健
康
保
お
事
業
特
別
会

許
申
立
後
予
算
を
噛
止
め
る
こ
と
に

つ
い
て
官
官
拠
出
県
可
決
と
れ
は

抑
制
秘
的
問
十
間
竿
夜
以
民
総
泌
保

険
卒
業
終
総
会
計
品
川
初
予
旅
に

七
万
国
け
を
納
制
緩
し
た
も
の
で
す

守
総
務
総
十
掛
間
部
絞
殺
M

閥
単
?

知吋
A

再
就
ハ
ヤ
泳
叫
減
率
換
山
帥
付
制
刷
会
叫
則

被
一
止
苧
災
を
安
め
る
こ
と
に
つ

い
て
F
概
邦
議
可
決
こ
れ
は
、

級
品
初
出
間
十
例
年
度
公
共
下
水
辺

事
情
米
北
村
総
会
副
ベ
該
当
初
出
子
深
か
ら

叩
九
千
九
一
点
万
円
を
汽
州
出
し
た
も

の
で
す
心

マ
朗
唱
和
相
関
十
開
問
年
度
我
孫
子

断
続
出
掛
叫
制
時
概
噌
滞
緩
世
帯
世
相
特
別
会

計
晴
樹
玄
予
察
査
中
止
め
る
乙
と
に

つ
い
て
u
p
療
薬
可
決
こ
れ
は

納
税
関
十
銭
年
皮
品
村
創
出
財
産
運

営
卒
業
品
村
山
例
会
弘
前
当
初
予
算
に

六
百
七
十
a

}

万
四
日
を
総
延
し
た

も
の
で
す
。

V
附吋滋駒鮪納税
mw
制
品
交
に
つ
い

て
社
探
索
可
決
江
波
一
時
組
物
怜

式
会
総
お
後
校
総
山
間
間
関
線
伐
の

滋
殺
を
ト
一
銭
し
た
い
絞
山
中
州
仰
が

な
3
れ
た
の
で
、
駒
内
乱
点
滅
後
し

た
も
の
で
す
t

V
教
官
問
委
盟
関
ム
世
帯
世
ω
践
の
H
R
命

に
つ
い
て
器
開
肉
薄
一
可
決
教
官
討

委
員
会
委
長
自
任
制
部
品
約
了
に
付

い
現
委
員
を
百
廿
江
出
し
た
わ
け
で

す。

時
帆
係
予
防
如
叩
俊
一
一
、
九
八

五
需
品
増
大
木
内
問

常持線

総
増
と
の
み
止
体
交
差

取

付

路

間

ま
た
・
釘
u
k
辺
地
町
出
州
議
出
味

線
ホ
潮
崎
市
山
内
北
則
的
問
り
あ
と
、
当
隠

し
て
い
る
湾
政
上
の
組
制
阿
川
総
の〈写真i主分3主主定歩j町議設予言〉

う
ち
主
な
る
も
の
も
忽
期
紙
袋
い
た

し
ま
し
た
。

最
初
に
常
努
柏
駅
情
根
治
工
事
に

伴
う
立
体
交
差
工
事
聞
協
係
で
す

が
、
本
町
内
の
本
務
立
体
交
品
迭

は
、
県
強
行
の
も
の
が
二
カ
一
般

町
路
行
の
も
の
が
一
一
一
カ
絞
為
ち

ま
す
が
、
い
ず
れ
も
ア
ン
ダ
ー

〈
線
路
の
下
を
漁
る
〉
の
た
め

幾
初
計
磁
漁
り
、
す
べ
て
線
機

に市消
k
問
時
総
一
行
と
淡
ま
れ
ソ
ま

し
た
の
し
か
し
な
が
ら
、
・
な
か

に
は
、
悶
欽
負
強
制
持
品
柄
外
の
取

付
殻
w崎
(
岡
鉄
と
の
な
体
交
援

に
よ
与
で
き
た
道
路
主
主
要
遂

と
の
取
付
道
路
)
、
い
わ
ゆ
る

勾
単
独
事
業
に
よ
る
取
付
道
終

工
事
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
、
い

く
ら
立
体
交
遊
工
本
を
行
な
っ

て
も
、
そ
の
波
路
の
地
内
拙
陥
没
途

採
で
き
な
い
も
の
も
ん
与
、
ま

氏
、
滋
消
臓
が
な
く
部
刺
殺
す
る
も

の
も
為
る
関
係
か
ら
、
判
断
数

楽
祭
が
み
や
削
広
か
き
む
も
の
、

さ
ら
に
は
、
新
設
の
も
の
に
づ

い
て
は
交
務
部
だ
け
を
陶
臨
時
位
施

行
し
て
お
く
k
い
う
邑
こ
ろ
も

る
ち
ま
す
。

本
昨
町
内
の
立
体
交
差
の
う
ち

町の人口
R民事n44~9月 30日現我

5悲 I守，493人煎月上1;47人幼

女 20，0係人グ 34グ

針決，558人グ 81グ

俊幸替数号，7必i世帯グおj!j:者rJ首

9Ji由人口動態

男女計

尚一生 知人 29人 64人

転入 170人 140人 310人

91:1ご 5人 2人 7人

事主的 153人 113人 28る人

こ
れ
に
談
潟
ず
る
も
の
は
R

駒場

続
行
で
は
挙
制
H
m
m
幾
歳
媛
、
銀

総
行
で
は
始
比
四
，
取
手
掛
綿
納
涼
叫
議

一
鳴
が
あ
り
ま
す
弓
つ
ま
号
、
予

紫
沼
架
道
陣
制
と
綴
橋
。
取
手
始
椋

架
道
橋
に
つ
い
て
は
、
交
差
務

だ
け
を
同
時
施
行
す
る
わ
け
で

す。
な
お
、
品
k
m
m
浜
齢
別
淡
加
制
送
鯨
例

似
つ
い
て
は
、
か
{
斡
品
捌
叩
と
お
附
略

つ
ま
り
、
欽
市
消
k
糸
川
ね
附
桝
の
滋

品
け
滋
帥
抑
制
ん
け
点
化
問
問
時
吋
持
ね
し
、

↑
印
刷
制
づ
ま
り
、
品
賦
淡
主
将
泊
地
h

ハ

努
抽
腕
州
問
の
紋
付
滋
帥
聞
は
問
問
時
施

行
せ
子
、
日
立
総
出
阿
部
の
鈴
遂

を
絃
…
怒
し
‘
県
道
か
ら
欽
遂
を

〈
ぐ
っ
て
き
た
道
路
に
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ

Y
夕
方
式
に
よ
り
結

ん
で
、
取
り
あ
え
ず
、
こ
れ
に

よ
世
間
期
道
の
持
能
を
限
小
掘
削
疫

に
お
い
て
批
組
織
し
た
い
と
い
う

抽
慨
を
終
は
押
打
ち
出
し
て
お
り
ま

す
が
、
明
明
伐
の
路
線
常
事
え
内
科

淡
い
か
崎
駅
燃
が
ち
匂
あ
る
の
に
、

こ
の
よ
う
な
あ
り
方
で
は
、
ま

す
ま
す
が
ん
議
渋
滞
が
は
げ
し
く

な
る
ば
か
り
か
、
わ
ず
か
綴
員

七

t
八
メ
ー
ト
ル
の
イ
ン
タ
ー

チ
z
y
ジ
方
式
の
も
の
で
は
危

険
き
わ
ま
ち
な
い
の
で
、
県
に

だ
し
、
国
道
六
号
線
ま
で
同
時

郵

便

つ
ぎ
に
、
制
抑
制
限
絡
間
関
マ
す

が
務
総
会
へ
の
移
線
開
陥
に

よ
号
仲
際
協
ぬ
の
品
々
は
非
常
に
泌
W
泊

し
て
お
ち
ま
す
が
、
状
孫
子
総

出
悦
険
制
の
移
い
較
に
伴
い
、
柊
定
郵

便
除
問
と
し
て
総
議
制
院
内
叫
が
新
設

さ
れ
る
こ
主
に
な
り
局
長
に

は
.
下
ケ
一
戸
の
小
地
税
郎
氏
が

決
定
し
て
お
争
ま
す
。

同
期
舎
に
つ
い
て
は
、
小
尚
氏

議
行
に
よ
れ
ソ
政
紡
す
る
よ
う
持
制

く
要
議
し
て
お
り
ま
す
が
、
擦

は
財
政
的
な
一
闘
で
難
色
を
示
し

て
お
ち
ま
す
。
と
に
か
く
、
こ

む
よ
う
な
状
態
に
よ
る
立
体
交

論
晶
化
で
は
.
ぃ
訟
通
渋
滞
と
危
険

度
が
宵
閉
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
閣
内
時
吋
杭
刊
行
に
よ
り
問
浴

中
ハ
号
線
ヘ
パ
約
す
る
よ
う
今
後

寄
ら
に
強
く
山
判
例
し
て
い
診
た

紙
前
滋
と
叫
治
的
聞
と
の
立
体
交
斡
制

作
為
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
よ
う

な
広
市
場
が
行
な
わ
れ
る
わ
け
で

す
が
、
こ
こ
で
…
番
問
題
に
な

る
の
は
、
そ
の
工
事
を
行
な
う

た
め
の
叫
射
殺
措
置
(
資
金
約
裏

付
)
で
あ
れ
ツ
、
さ
ら
に
関
鉄
と

の
経
後
負
担
松
割
合
で
す
が
、
こ

の
と
之
に
つ
い
て
も
一
年
以
上

に
わ
た
号
‘
制
限
鉄
、
向
同
仏
抑
制
M
K

続
減
h
q
幾
ね
て
ま
い
り
ま
し
℃

滋
綴
線
機
関
出
パ
抑
航
機
内
、
怒
ら

に
は
ゑ
制
約
都
内
紛
糾
刷
機
内
と
い
う

特
滋
な
状
況
綴
所
と
い
う
と
k

で
対
の
灸
担
税
制
問
bwが
凱
柑
叫
刊
さ
れ

ま
し
た
υ

ま
た
、
援
で
は
稀
助

金
、
知
陸
後
、
を
お
税
に
お
い
て

地
元
負
担
軽
減
が
函
ら
れ
ま
し

た
G

ftu 

題

録
リ
HH河
γ

刊
か
緩
ん
判
九
札
X
w
m
m
柏
崎
の
依
然
に

や
い
て
後
十
秘
策
察
側
却
時
制
μ
問
に
お

い
げ
し
験
料
開
小
で
ず
が
も
と
り
あ

え
ず
れ
務
制
限
見
守
合
夜
間
凶
潟
を

認
め
る
方
針
を
H
H
ち
山
似
し
需
品

在
よ
り
事
務
総
J

千
代
将
き
が
進
め

ら
れ
て
お
号
ま
す
の
で
、
ご
不

便
で
し
ょ
う
が
い
ま
し
ば
ら
く

と
辛
抱
く
と
さ
い
c

632 



j胡門
北 Z
合ら

不理
組事小

月中中
か£安に

ら品主ま
はほ乎

独器て

十
月

湖
北
台
に
建
設
中
の
伐
浴
公

開
聞
の
賃
貸
住
地
唱
は
然
上
げ
の
況

事
に
入
っ
て
お
れ
ソ
ま
す
が
、
間
関

療
の
入
燃
を
控
え
て
、
住
宅
地

行
間
川
辺
の
略
端
境
整
備
も
急
務
で

あ
す
。

nH 
£
H
V
 鰍

線

立

体

交

縛

磐
欄

常

…
判
判
制
獄
山
側
架
道
橋
部
刺
殺
工
事
に

…
伴
い
お
判
明
世
山
凶
踏
切
議
の
努
毅
蜘
同

一
が
使
用
際
政
と
な
り
ま
す
の
で

一
役
怒
し
て
く
だ
さ
い
。

一
な
お
、
停
止
綴
荷
中
H
U

絞制問

…
島
民
が
で
ま
す
。

.
，
ま
た
、
十
月
十
災
口
刊
か
ら
一
一
一

‘
十
詩
ま
ぜ
の
十
渓
何
日
附
桝
は
警
報

ぴ
絞
め
日
概
慨
は
仮
盤
酬
に
時
限
鐙
さ
れ

あ

間
情
移
一
一
一
十
冊
悶
絡
に
間
関
胤
州
年

余
円
綴
後
が
で
き
て
か
ら
、

今
年
で
ち
ょ
う
ど

!γ
年
に
な

り
ま
す
。

わ
が
田
聞
に
は
、
制
御
め
人
的
り

年
金
制
肢
は
持
品
輸
軌
的
問
中
肉
〈
か

ら
お
り
ま
し
た
が
、
県
民
業
な

ど
幾
営
業
者
に
は
、
年
金
が

あ
き
ま
せ
ん
守
し
た
。
そ
の

よ
う
な
片
手
滋
ち
な
淡
め
る

た
め
に
、
協
同
何
年
金
は
生
ま

れ
た
め
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
.
A
W
絞
や

工
業
で
描
聞
く
入
獄
隊
枠
内
年
余

録
鉄
公
務
災
や
織
再
開
帥
な
ど
に

数
め
る
人
は
各
種
の
共
世
間
級

会
‘
そ
し
て
農
業
や
漁
淡
な

ど
を
営
む
人
は
附
闘
終
年
余
色

い
う
よ
う
に
、
附
闘
相
応
出
V

全
部

が
‘
い
デ
れ
か
の
制
制
変
に
加

入
す
る
と
と
に
な
り
♂
ま
し

た。
間
凶
陣
内
年
余
技
、
各
向
闘
が
保

険
料
を
納
め
る
鞠
斡
出
山
斜
を
建

知
問
主
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
が
、
す
で
に
世
間
紛
議
で
あ

報鳴き~~議事事便物総干の一一一…γ…一一一一一一一-lÃ

ま
た
、
党
執
訳
出
弘
、
仲
刊
桝
情
的
に

お
い
て
の
V
鎗
デ
ザ
ン
グ
々

y

タ
1
入
院
税
務
掛
飛
を
行
な
い
ま

し
た
。

ζ
の
V
翠
ヅ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
内
の
業
務
山
弘
、
昨
日
常
松
山

俗
的
必
需
α
畑
山
川
和
十
況
で
す
が
、

事
に
待
い

開
校

そ
れ
ら
に
は
、
ガ
ス
サ
!
ご
ス

セ
ン
タ
ー
、
米
媛
、
渡
子
、
パ

y
、
役
鮮
食
料
、
食
肉
、
酎
闘
食

齢
対
談
川
、
燃
物
、
外
食
、
酒
媛
、

総
総
務
、
荒
食
品
明
、
盛
岡
幌
制
、
女

房
兵
、
慈
、
化
肘
枕
ぬ
側
、
瑚
掛
府
判
、

警
報
機
の
使
用
一
時
棒
止

る
の
で
、
術
似
す
る
人
は
聞
配
線

が
少
し
長
く
な
り
ま
す
の
勺
十

分
作
民
家
し
て
く
点
々
の
い
。

糊
待
相
相
臨
械
の
一
山
崎
山
山
間
州
停
止
は

次
の
と
お
り
で
す
。

制
判
明
暗
山
踏
切
開
問
十
悶
年
十
持

十
六
日
午
筋
一
一
吟
…
九
分
か
ら
が
§

品
部
千
鳥
時
ま
で
、
十
丹
二
十
一
日

午
線
…
臨
吋
2
7
T
分
か
ち
午
前
米

っ
た
送
、
母
子
没
掛
簡
で
あ
っ
た

者
や
、
格
患
い
榔
陣
後
者
の
た
め
に

補
耐
判
的
問
柑
腕
滅
的
な
も
の
と
し
て

鋭
校
年
金
母
斜
度
も
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
恒
加
悦
府
和
十
点
泌
を
受
け
て
い

る
人
は
、
棋
が
倒
的
年
で
あ
る
開
暗

殺
一
品
十
四
年
に
は
、
会
開
闘
で
ご

一
怠
一
一
一
十
六
万
人
で
し
た
が
、
十

年
自
の
鞘
偶
骨
棋
で
は
一
一
一
行
十
七
万

人
に
綴
え
‘
と
の
開
附
の
支
仏
語
暗
闇

泳
、
川
口
千
七
百
六
十
一
億
円
と

い
う
淫
綴
に
達
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
福
祉
和
十
余
に
つ
い
て

は
、
十
字
削
問
に
七
度
も
支
給
額

の
引
曾
舎
が
心
ば
り
や
、
所
得
制
崩
相
恨
の

緩
和
を
行
な
う
と
い
う
、
樹
概
蹴
鱗

的
引
な
制
度
の
ゆ
恰
替
が
行
な
れ
れ

て
き
ま
し
た
。

鞠
知
山
刷
何
十
余
仲
川
、
協
和
三
十
六

年
波
に
一
千
八
百
万
人
の
被

保
験
者
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

時
吋
ま
で
、
十
月
二
十
五
日
午
MM

零
体
吋
玄
十
凶
分
か
ら
ん
γ
総
一
二
時

ま
で
も
三
十
日
午
務
懇
臨
時
五
十

附
間
分
か
ら
午
苅
凶
臨
吋
ま
で

蜘
端
的
議
M
W

国
+
留
年
+
・
丹
十

六
白
午
菊
一
一
決
・
気
分
か
ム
キ
抽
出

五
時
ま
で
、
十
月
二
十
一
睦
字

続
一
時
…
九
十
分
か
ら
午
前
五
待

ま
で

い
か
哀
を
の
被
晶
体
後
索
時
同
一
一
千

二
千
は
万
人
殺
災
後
し
て
、
厚

松
中
年
金
総
険
な
ど
公
約
年
金

制
刷
榔
肱
の
や
で
最
大
町
規
擦
と

な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
双
年
ど
と
の
財

政
官
付
れ
終
M
L

よ
っ
て
、
今
問
問

時
淡
一
本
擦
が
成
立
す
る
k
、

一
一
十
五
年
約
品
"
の
場
合
的
地
悩

齢
年
金
扇
酬
は
、
滋
拘
開
万
一
一
千

円
で
あ
っ
た
も
の
が
、
汚
八

千
内
に
抑
制
き
上
げ
ら
れ
イ
γ

フ
レ
に
対
す
る
脳
間
余
を
吹
き

払
っ
た
と
閣
内
脇
町
に
名
然
主
も

に
滋
後
を
線
路
す
る
年
金
に

淡紙
M
Lた
と
云
え
る
で
し
ょ

仇げ

た
ノ

そ
し
て
‘
阻
間
後
年
約
十
六

年
に
は
、
蜘
抑
制
州
側
市
、
は
じ
め

て
の
送
鈴
匁
金
が
支
払
和
さ
れ

ま
す
。
今
後
‘
と
の
縦
波
安

各
人
が
な
お
一
…
層
別
措
燃
し
、

自
分
た
も
の
訓
話
州
慌
の
た
め
に

み
ん
な
マ
資
て
て
い
か
な
け

れ
ば
砧
な
り
ま
せ
ん
c

美
容
‘
タ
ザ
l
n
yグ
、
月
ー

パ
!
?
1
ケ
ッ
ト
等
で
す
。
こ

れ
ら
は
、
五
予
感
一
自
般
徹
、
約

二
万
一
一
千
人
内
単
一
穏
伐
材
料
終
伐

宅
二
千
五
百
数
殺
〉
会
ま
か
な

5
わ
ゆ
り
ゼ
す
。

な
お
、
学
校
に
つ
い
て
は
前

月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
よ
う

に
、
小
学
絞
、
・
中
学
校
名
一
一
授

が
来
春
か
ら
齢
制
総
合
で
授
業
を

行
な
い
ま
す
が
、
こ
の
十
月
一

行
か
ら
小
学
校
は
期
間
北
小
で
、

小
学
校
は
湖
北
ゆ
学
校
で
併
設

し
て
開
開
校
し
て
お
れ
ツ
ま
す
ν

ま
た
、
後
植
物
支
所
、
楠
問
時
制
臨
引

の
刷
糾
尚
税
減
、
さ
ら
に
金
品
開
{
銀

行
w

も
で
き
る
予
定
で
す
。
中
文

夜
、
消
防
民
議
福
間
に
は
一
行
孜
々

γ
タ
ー
と
し
て
、
w
r
悶
肌
な
が
ら

も
鉄
総
腕
時
附
で
柿
周
波
住
宅
に
マ
ッ

チ
し
た
モ
ダ
ン
な
議
ち
で
す
。

こ
れ
ら
と
併
行
し
て
、
仲
脱
出
市

内
に
は
品
開
抽
崎
地
W

〈公開問
V

を明拭

け
た
り
、
後
部
閉
セ
ン
タ
ー
等
を

総
後
し
、
生
活
環
境
を
震
災
し

た
液
京
都
む
時
期
生
総
市
主
し
て

劣
ら
な
い
快
古
濯
な
今
治
が
滋
れ

る
よ
号
制
陥
榊
脱
さ
れ
て
い
ま
す
む

職

業

訓

練

生

募

集

特
科
判
的
手
権
怖
務
総
暢
強
制
緩
校
(

出
制
品
州
制
叩
￥
&
祭
輔
副
総
所
が
恋
愛

判
制
裁
法
改
廷
に
浮
い
改
正
す
る

も
の
で
す
。
〉
で
は
、
閉
山
相
間
関

十
五
年
度
の
絞
殺
制
制
緩
生
を
次

の
孤
軍
捕
閉
で
務
築
い
た
し
ま
す
。

争
入
品
棋
議
秘
義
務
教
脊
修
了

以
上
門
卒
業
見
込
み
の
議
も

合
む
〉
の
方
マ
、
心
身
と
も

に
帥
融
緩
な
人
世
旬
、
一
カ
年
の

時
帆
暢
筑
訓
川
情
聴
に
純
明
え
ら
れ
る
人

で
あ
れ
ば
年
令
、
品
開
削
刺
殺
淡

い
ま
せ
ん
。

+
入
悼
相
手
経
意
入
校
キ
』
論
議

十'る官
H

坤
弘
、
近
く
の
公
共
昨
県

議
安
定
一
段
か
次
申
阪
築
制
糾
拙
開

校
に
お
悶
e

い
合
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
句
会
官
問
、
中
学
校

の
滋
附
州
総
務
的
先
生
に
お
町
一
蹴

し
し
、
入
校
手
緩
き
-
そ
し
て

く
だ
さ
い
。

+
談
抽
概
欄
間
期
間
名
刺
村
骨
肉
ぶ
一
年

閣
で
す
。

A
V
入
殺
や
の
特
典

O
授
業
料

は
無
料
。
滋
殻
翁
に
学
制
問

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

一
一
ヲ
所
の
踏
場
廃
止

代
替
簸
一
は
来
春
以
内
持

時
吊
磐
線
線
描
哨
ぷ
壌
に
よ
れ
ソ
北

約
焚
物
紙
幣
山
口
、
と
な
る
た
め
、

後
一
戸
一
務
総
踏
切
、
手
掛
民
初
出
踏
切

は
十
二
月
一
日
か
ら
、
齢
制
一
p…附附

切
は
緩
和
ザ
一
二
月
一
日
か
ら
後
止

に
た
h

ワ
ま
す
の
で
一
お
知
ら
せ
し

社

i

ヂ
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手十

狂
犬
病
予
防
注
射

附
叩
和
初
制
間
十
州
問
年
同
肱
叫
怯
悉
索
犬

W
火
山
総
予
防
関
注
射
を
次
め
と
い
N

9
行
な
い
ま
す
の
で
、
総
務
ワ

の
場
所
で
必
ず
お
受
け
く
だ
さ

、。L
 ま
た
、
伎
が
一
の
指
幅
広
は
添
加
山

状
も
と
持
参
頗
い
ま
す
。

つ
ぎ
の
日
制
慨
が
総
災
の
場
合

は
ポ
ス
タ
i
及
び
広
報
蕊
で
実

総
ね
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

注
射
及
び
注
射
減
交
付
制
打
ゑ

泣
二
百
十
回
け
で
す
。

ま
た
‘
ぷ
へ
emw
設
し
的
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。
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綴
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ま
す
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衆
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話
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に

我
孫
子
対
内
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は
七
十
数
カ

所
に
赤
電
務
が
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り
ま
す
が
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十
月
一
日
十
お
か
ら
二
十
六
日
H

ま

で
の
二
焔
側
関
「
赤
電
話
サ
1
ピ

ス
向
上
遡
関
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ξ
窓
め
後
絡
が

ん
気
持
よ
く
ど
創
刊
燥
で
き
る
よ
う

努
力
い
た
し
ま
す
の
で
ど
協
力

な
お
綴
い
い
た
し
ま
す
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部
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・
背
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話
は
臨
調
織
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も
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で
す
か
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河
品
拡
が
っ
て

く
だ
主
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添
削
郎
総
古
山
外
通
話
料
が
渓
く

な
り
ま
し
た
0

0
公
衆
篭
認
は
波
誠
抑
制
欄
貨
や
H
Y

v
d
T
採
が
き
ら
い
マ
ナ
。

。
ダ
イ
ヤ
ル
は
メ
モ
を
見
な
が

ら
後
か
め
て
我
滋
子
公
馳
総
議
滋
会

品
棋
担
悼
平
ゅ
後
却
持
層
也
務
局

633 




